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いう仮説を元にし、ハイパーリアリズムの人体を模した作品が展示される空間や作品と鑑賞者の関係には２.
５次元身体が出現するという空間認識を提示して定義しつつ、最終的に自作品との関係へと結びつけていっ
た。ここで最初の仮説となるストリートとハイパーリアリズムの関係は、アートとストリートカルチャーを
論じる上で新しい視座を明示している。提出作品は、身体（本人の下半身または人形の下半身）と融合した
花束となっており、論文でテーマにしている２.５次元身体と過剰装飾「デコモリ」をシンボライズしたもの
である。また作品の裏に廻る事で、装飾の裏側にあるハリボテのような状態をみせ、理想化される２.５次元
の身体に残される不純物を、これまで同様露わにした作品であった。 
岩本愛子の博士論文と作品は、「カワイイ」の概念に新たな視点を付与し、非常に明解な関連性を示し出し
ている。副査の審査を踏まえ、総合的に判断し、合格とする。 
